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(57)【要約】
【課題】本発明は、樹脂製の吸気マニホールドに取り付
けた燃料系部品が、車両衝突時に位置ずれすることによ
って生じる不具合の発生を防止することを目的としてい
る。
【解決手段】このため、サージタンク部と分岐管とフラ
ンジ部とを備える樹脂製の吸気マニホールドを内燃機関
に取り付け、分岐管の下流端部に噴射弁挿入孔を有する
第１ボス部を形成し、燃料噴射弁に燃料を供給する燃料
供給管をフランジ部と平行に配置し、フランジ部から分
岐管側に突出する第２ボス部に燃料供給管を固定した内
燃機関の吸気装置において、第２ボス部のフランジ部と
は反対側の外周部と各分岐管とを気筒例方向に延びる横
リブによって連結し、フランジ部と横リブとの間の隙間
を補強壁によって閉鎖し、噴射弁挿入孔の両側部に第１
ボス部と横リブ間を連結する縦リブを配置し、フランジ
部と横リブに挟まれる領域に縦リブと分岐管表面とを連
結する補強リブを配置した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サージタンク部と、このサージタンク部から各気筒に延びる複数個の分岐管と、これら
の複数個の分岐管の下流端部を内燃機関本体に結合するフランジ部とを備える樹脂製の吸
気マニホールドを内燃機関に取り付け、前記分岐管の下流端部に夫々燃料噴射弁の先端部
を挿入する噴射弁挿入孔を有する第１ボス部を形成し、前記各燃料噴射弁に燃料を供給す
る燃料供給管を前記フランジ部と平行に配置し、前記フランジ部から前記分岐管側に突出
するとともに気筒列方向に所定の間隔で配置される少なくとも２つの第２ボス部に前記燃
料供給管を固定した内燃機関の吸気装置において、前記第２ボス部の前記フランジ部とは
反対側の外周部と前記各分岐管とを気筒例方向に延びる横リブによって連結し、前記フラ
ンジ部と前記横リブとの間の隙間を補強壁によって閉鎖し、前記噴射弁挿入孔の両側部に
前記第１ボス部と前記横リブとの間を連結する縦リブを配置し、前記フランジ部と前記横
リブとに挟まれる領域に前記縦リブと前記分岐管の表面とを連結する補強リブを配置した
ことを特徴とする内燃機関の吸気装置。
【請求項２】
　前記分岐管の中心を通る平面から前記第２ボス部の上端部までの高さをこの平面から前
記フランジ部の上端部までの高さと同一高さにし、前記第２ボス部と前記フランジ部との
間を他の縦リブによって連結したことを特徴とする請求項１に記載の内燃機関の吸気装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内燃機関の吸気装置に係り、特に樹脂製の吸気マニホールドを形成した際に
、この吸気マニホールドに取り付けた燃料系部品の車両衝突時の位置ずれ防止を図る内燃
機関の吸気装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関の吸気マニホールドは、軽量化やコスト低減の要求からアルミ製より樹脂製の
ものが増えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１２０４６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の内燃機関の吸気装置において、樹脂製の吸気マニホールドは、アルミ
製の吸気マニホールドと比べて強度が低く、車両衝突時に亀裂が発生したり、破損する虞
があるという不都合がある。
　また、吸気マニホールドは、燃料噴射弁を取り付けるボス部や燃料噴射弁へ燃料を供給
する燃料供給管を取り付けるボス部を備えており、これらのボス部の間に亀裂や破損が発
生すると燃料噴射弁や燃料供給管の取付位置がずれ、他の部品に衝突する等の不具合が発
生する可能性があった。
【０００５】
　この発明は、樹脂製の吸気マニホールドに取り付けた燃料系部品が、車両衝突時に位置
ずれすることによって生じる不具合を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、この発明は、上述不都合を除去するために、サージタンク部と、このサージタ
ンク部から各気筒に延びる複数個の分岐管と、これらの複数個の分岐管の下流端部を内燃
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機関本体に結合するフランジ部とを備える樹脂製の吸気マニホールドを内燃機関に取り付
け、前記分岐管の下流端部に夫々燃料噴射弁の先端部を挿入する噴射弁挿入孔を有する第
１ボス部を形成し、前記各燃料噴射弁に燃料を供給する燃料供給管を前記フランジ部と平
行に配置し、前記フランジ部から前記分岐管側に突出するとともに気筒列方向に所定の間
隔で配置される少なくとも２つの第２ボス部に前記燃料供給管を固定した内燃機関の吸気
装置において、前記第２ボス部の前記フランジ部とは反対側の外周部と前記各分岐管とを
気筒例方向に延びる横リブによって連結し、前記フランジ部と前記横リブとの間の隙間を
補強壁によって閉鎖し、前記噴射弁挿入孔の両側部に前記第１ボス部と前記横リブとの間
を連結する縦リブを配置し、前記フランジ部と前記横リブとに挟まれる領域に前記縦リブ
と前記分岐管の表面とを連結する補強リブを配置したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　以上詳細に説明した如くこの発明によれば、サージタンク部と、サージタンク部から各
気筒に延びる複数個の分岐管と、分岐管の下流端部を内燃機関本体に結合するフランジ部
とを備える樹脂製の吸気マニホールドを内燃機関に取り付け、分岐管の下流端部に夫々燃
料噴射弁の先端部を挿入する噴射弁挿入孔を有する第１ボス部を形成し、各燃料噴射弁に
燃料を供給する燃料供給管をフランジ部と平行に配置し、フランジ部から分岐管側に突出
するとともに気筒列方向に所定の間隔で配置される少なくとも２つの第２ボス部に燃料供
給管を固定した内燃機関の吸気装置において、第２ボス部のフランジ部とは反対側の外周
部と各分岐管とを気筒例方向に延びる横リブによって連結し、フランジ部と横リブとの間
の隙間を補強壁によって閉鎖し、噴射弁挿入孔の両側部に第１ボス部と横リブとの間を連
結する縦リブを配置し、フランジ部と横リブとに挟まれる領域に縦リブと分岐管の表面と
を連結する補強リブを配置した。
　従って、上記構造によって、前記分岐管の横リブより下流側の部分の強度を横リブより
上流側の部分の強度と比べて相対的に向上させることができる。
　これによって、車両衝突により前記分岐管に衝撃力が作用した場合、前記分岐管の横リ
ブより上流側の部分に亀裂を生じさせ、分岐管の横リブより下流側の部分に配置される第
１ボス部と第２ボス部とを保護できる。
　よって、第１ボス部と第２ボス部とによって内燃機関に固定される燃料噴射弁や燃料供
給配管が前記内燃機関に対して位置ずれすることを防止し、これに伴う燃料系部品の不具
合を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は吸気マニホールドのフランジ部の概略拡大図である。（実施例）
【図２】図２は内燃機関の斜視図である。（実施例）
【図３】図３は吸気マニホールドへのデリバリパイプの組付状態を示す斜視図である。（
実施例）
【図４】図４は吸気マニホールドの平面図である。（実施例）
【図５】図５は吸気マニホールドの左側面図である。（実施例）
【図６】図６は吸気マニホールドの要部断面図である。（実施例）
【図７】図７は対策後の吸気マニホールドの破損状況を説明する図である。（実施例）
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下図面に基づいてこの発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例】
【００１０】
　図１～図７はこの発明の実施例を示すものである。
　図２及び図３において、１は内燃機関、２は樹脂製の吸気マニホールドである。
　前記内燃機関１は、図２に示す如く、車両（図示せず）に横置き状態に搭載される。
　このとき、前記内燃機関１は、シリンダヘッド３と、このシリンダヘッド３の上面に装
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着されるシリンダヘッドカバー４とを有し、内燃機関１の車両後方側に前記吸気マニホー
ルド２を取り付け、スティフナ５によって吸気マニホルド２とシリンダヘッド３とを連結
している。
　そして、この吸気マニホールド２は、図２～図６に示す如く、車両後方のダッシュパネ
ル６近傍に位置するサージタンク部７と、このサージタンク部７に取り付けられるスロッ
トルボディ８と、前記サージタンク部７から各気筒に延びる複数個、例えば３個の第１～
第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃと、これらの第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの下流端部
を内燃機関１本体に結合するフランジ部１０とを備えている。
　また、これらの第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの下流端部に夫々第１～第３燃料噴
射弁１１ａ、１１ｂ、１１ｃの先端部を挿入する第１～第３噴射弁挿入孔１２ａ、１２ｂ
、１２ｃを有する第１ボス部１３を形成し、前記第１～第３燃料噴射弁１１ａ、１１ｂ、
１１ｃに燃料を供給する燃料供給管１４を前記フランジ部１０と平行に配置し、前記フラ
ンジ部１０から前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃ側に突出するとともに気筒列方向
に所定の間隔で配置される少なくとも２つの第２ボス部１５に前記燃料供給管１４を固定
している。
【００１１】
　そして、前記第２ボス部１５の前記フランジ部１０とは反対側の外周部と前記第１～第
３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃとを気筒例方向に延びる横リブ１６によって連結する。
　前記フランジ部１０と前記横リブ１６との間の隙間を補強壁１７によって閉鎖する。
　前記第１～第３噴射弁挿入孔１２ａ、１２ｂ、１２ｃの気筒列方向両側部に前記第１ボ
ス部１３と前記横リブ１６との間を連結する縦リブ１８を配置し、前記フランジ部１０と
前記横リブ１６とに挟まれる領域に前記縦リブ１８と前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、
９ｃの表面とを連結する補強リブ１９を配置する構成とする。
　詳述すれば、前記横リブ１６は、図１に示す如く、前記第２ボス部１５の前記フランジ
部１０とは反対側の外周部と前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃとを夫々連結してい
る。
　また、前記補強壁１７は、図１及び図４に示す如く、前記フランジ部１０と前記横リブ
１６との間の隙間、つまり前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの間に現出する開口部
２０の前記フランジ部１０側を閉鎖している。
　なお、このフランジ部１０の外周部位には、前記内燃機関１への取付用のボルト孔２１
が複数個形成される。
　そして、前記縦リブ１８は、図１及び図４に示す如く、前記第１～第３噴射弁挿入孔１
２ａ、１２ｂ、１２ｃの気筒列方向両側部に夫々配置され、前記第１ボス部１３と前記横
リブ１６との間を連結している。
　更に、前記補強リブ１９は、図１及び図４に示す如く、前記フランジ部１０と前記横リ
ブ１６とに挟まれる領域に配置されており、前記縦リブ１８と前記第１～第３分岐管９ａ
、９ｂ、９ｃの表面とを連結している。
　従って、上記構造によって、前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの横リブ１６より
下流側の部分の強度を横リブ１６より上流側の部分の強度と比べて相対的に向上させるこ
とができる。
　これによって、車両衝突により前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃに衝撃力（図６
の白抜き矢印の荷重Ｆ参照。）が作用した場合、図７に太線で示す如く、前記第１～第３
分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの横リブ１６より上流側の部分に亀裂を生じさせ、第１～第３分
岐管９ａ、９ｂ、９ｃの横リブ１６より下流側の部分に配置される前記第１ボス部１３と
前記第２ボス部１５とを保護できる。
　よって、第１ボス部１３と第２ボス部１５とによって前記内燃機関１に固定される前記
第１～第３燃料噴射弁１１ａ、１１ｂ、１１ｃや前記燃料供給管１４が前記内燃機関１に
対して位置ずれすることを防止し、これに伴う燃料系部品の不具合を防止できる。
【００１２】
　また、前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの中心を通る平面Ｓから前記第２ボス部
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１５の上端部までの高さＨを、図６に示す如く、この平面Ｓから前記フランジ部１０の上
端部までの高さと略同一高さにし、前記第２ボス部１５と前記フランジ部１０との間を他
の縦リブ２２によって連結する。
　従って、上記構造によって前記第２ボス部１５と前記フランジ部１０との結合剛性を高
め、前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの前記横リブ１６より下流側の部分の強度を
この横リブ１６より上流側の部分の強度に対してさらに向上させることができる。
　よって、前記第１～第３分岐管９ａ、９ｂ、９ｃの前記横リブ１６より下流側の部分に
亀裂や破損が生じることをより確実に防止できる。
【００１３】
　追記すれば、前記吸気マニホールド２において、図６に示す如く、前記第２ボス部１５
の前記フランジ部１０と反対側の端部を通り前記フランジ部１０と平行な平面を片側の端
面Ａとするとともに、前記フランジ部１０のフランジ面をもう一方の端面Ｂとし、端面Ａ
と端面Ｂに挟まれた区間を前記横リブ１６や前記縦リブ１８、前記補強リブ１９、他の縦
リブ２２からなる格子状のリブで補強している。
　これにより、車両衝突等により大きな荷重Ｆがかかった場合に、前記吸気マニホールド
２は、端面Ａとポート接合部のいずれか１点が破壊起点となり、また亀裂の伝播も強度の
低い溶着部に向かって補強の無い部位を伝って進行していくため、端面Ａ－Ｂ間に破損は
伝播せず、車両衝突後も燃料供給管は確実に保持される。
　また、前記吸気マニホールド２の部分的な補強のみであるため、前記スロットルボディ
８を含む吸気系の振動には殆ど影響を与えることがなく、吸気系の振動が増加するといっ
た２次的な問題の発生も抑えることができる上、樹脂材の増量のみで対応可能なため、コ
スト・重量増も抑えることが可能である。
【００１４】
　なお、この発明は上述実施例に限定されるものではなく、種々の応用改変が可能である
。
【００１５】
　例えば、この発明の実施例に開示したものは、破損形態のコントロールに関する技術で
あるため、吸気マニホールドに直接燃料供給管を固定しない構成のものでも適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００１６】
　　１　内燃機関
　　２　樹脂製の吸気マニホールド
　　３　シリンダヘッド
　　４　シリンダヘッドカバー
　　５　スティフナ
　　６　ダッシュパネル
　　７　サージタンク部
　　８　スロットルボディ
　　９ａ、９ｂ、９ｃ　第１～第３分岐管
　１０　フランジ部
　１１ａ、１１ｂ、１１ｃ　第１～第３燃料噴射弁
　１２ａ、１２ｂ、１２ｃ　第１～第３噴射弁挿入孔
　１３　第１ボス部
　１４　燃料供給管
　１５　第２ボス部
　１６　横リブ
　１７　補強壁
　１８　縦リブ
　１９　補強リブ
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　２０　開口部
　２１　ボルト孔
　２２　他の縦リブ
　　Ｓ　第１～第３分岐管の中心を通る平面
　　Ｈ　平面Ｓから第２ボス部の上端部までの高さ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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